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のために英語を学ぶことに対する充実感や楽しさを感じにくいことが考えられた。
(2)英語科の自襟
現行の学習指導要領と平成 2911三に告示された次期学習指導要領における，英語科の目標について示す
(表 1)。次期学習指導要領では，各領域における言語活動を通して，外国語によるコミュニケーション
における見方・考え方をイ動かせ，コミュニケーションを図る資質・能力を育成すると示されている。目
標を受け， (1) (2) (3) の 3 つに目標がさらに具体化されており，コミュニケーションを[~るための資質・
能力は各段階における(1)(2)であり， (1) (2)を育成する過程において， (3)の資質・能力が養われるとい
う位置づけが明確になったことにより， i何j を「どうやってJiどのような力j を育んでし¥くかが見通
しやすくなっていると捉えることができる。
また4つの領域 f開くことJi話すことJi読むことJi書くこと j のうち， i話すこと j は次期学習指
導要領では，考えや気持ちを伝えあう活動の重視という観点から， i話すこと(やり取り)J i話すこと(発
表)Jの二領域に分かれ，全部で玉領域となる。
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(小学校高学年〉
外国語活動
外国語を通じて，言語や文化について
体験的に理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを密ろうとする態度の育
成を留り，外国語の音声や基本的な表
現に慣れ親しませながら，コミュニケ
ーション能力の素地を養う。
表1 小学校における外国語科の目標
改訂(平成 29年告示)
〈小学校中学年)
外国語活動
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外留語によ
る聞くこと，話すことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る素地と
なる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。(以下略?)
(1)外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，日本語と外缶詰
との音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に'慣れ親し
むようにする。
(2)身近で簡単な事柄について，外国語で開いたり話したりして自分の考えや
気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。
(3)外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する理解を深め，相手に配
慮しながら，主体的に外患語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度
を養う。
〈小学校高学年〉
英語
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外j翠語ー によ
る聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケ
ーションを密る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを毘指す。
(1)外国語の音声や文字，詩嚢，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本
語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，
くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす
る。
(2)コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて 3身近で簡単な事
柄について，開いたり話したりするとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国
語の語葉や基本的な表現を推測しながら読んだり，語!績を意識しながら書いた
りして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。
(3)外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的
に外展語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
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次に，この図の幹の中枢を， r自ら(相手)が体験したことや考えたことを，語順を正確に伝えられ
ること」と捉えた(図 5)。前述したように，当校の生徒たちは「チャンクの意識のしづらさJr英語
独自の事象の理解のしづらさJr諮告〕の配列を決めている文法規則の理解・運用の難しさJ等の困難さ
が特徴として見られる。このような文法や文構造の理解・運用に難しさのある生徒たちに，語順の正
確さに着目して指導を行っていくことで，より相手に伝わり，自らも「伝わった」という実感を得や
すくなる。これが英語を学ぶことへの充実感や楽しさにつながり，主体的に社会とかかわろうとする
態度にもつながっていくのではないかと考えた。
日本語と英語とでは，語順に大きな違いがある。単なる語句の順番の違いではなく，物事を捉える
際の順序の違いや物事を述べる際の視点の違いであり，具体的には英語では， rだれが(主語)Jrどう
する(動詞)J r何を(目的語)Jなどの順番で要素が場面から切り取られて伝えられる。この違いは，
外国語科(英語)の目標である「タト国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方Jにも大き
くかかわると考えられた。
以上の検討を踏まえ，児童生徒の 10年間の学びを積み重ねる手がかりを「語順の正確さ」とし，指
導の重点化のための基軸とすることとした。語順の正確さに着目した指導の基軸を以下に示す(図 5)。
「語順の正確さj を段階化しているが，その前段階として r@日本語と英語の違いに気づくJが重要
であるため，ゼロ段階として設けている。
図5 語順の正確さに着目した指導の基軸
この検討に併行して，各英語科教員がループ、リック評価を授業実践に取り入れ， r話すこと」の言語
活動における具体的なねらいをどのように設定したのかについても検証したところ，多くの言語活動
において， r語)1頂の正確さ」に関したねらいに重きが置かれていた。このような視点からも， r語)1頃の
正確さJに着目することは妥当であると考えた。
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(6)各領域の関連と指導の方針について
各領域の関連と指導の方針について図 6に示す。つまずきの見られやすい「語順」について着眼して
指導することは，児童生徒の得意である「話すことJをさらに伸ばすことができると考えた。そこで，
f話すこと」を軸とし「聞くことJr読むことJr書くことJの他領域の言語活動を効果的に関連させな
がら，単元構成や授業構成を考えることとした。
また「話すことJに着目することで，児童生徒のアウトプットを，語)1頂の正確さという視点で質的に
評価しやすいというメリットも期待されるロ
図6 各領域との関連と指導の方針
(文責:高橋佳菜子)
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IT.指導の基軸を用いた授業実践について
国の事例報告 1・2では，以下の手j療に沿って，授業を実践した。
1.実態把握について
指導の基軸のどの段階に対象生徒がし¥るのかを， i話すことJだけでなく「開くことJi読むこと j
f書くことJの様子からも把握できるようにした。
2.単元計画，指導呂標・指導内容の設定について
指導の基軸を用いて捉えた実態把握にもとづき， i話すことJを軸に， i開くことJi読むことJi書
くこと」を関連させながら，単元を通して何ができるようになってほしいのかを明確にして，単元を
構成することとした。その際には，単元における指導自標とそれぞれの言語活動で、のねらいがどうつ
ながっているかも明確にした。指導目標・指導内容の設定にあたっては，到達すべき具体的な姿を生
徒と共有できるようにした。
3.手立て圃配慮の検討について
手立て・配慮の検討にあたっては， 1毘男iJの指導計画等を踏まえ，児童生徒の認知特性等を了寧にお
さえることが重要である。特に音声言語から文字言語する段階の指導は，それぞれの児童生徒なりの
学びのスタイルを構築することによって学びが積み重なっていきやすくなるという視点をもつことが
必要である。
(文責:高橋佳菜子)
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車.事例報告1
1.単元名
NEW CROWN 2 Lesson 4 “Enjoy Sushi" (iJJ名言司)
2.対象生徒について
(1 )対象生徒A
本校中学部第 2学年の生徒 1名(脳性まひ)
(2)対象生徒Aの個別の指導計画における指導方針
①中心課題
-自分の体の状態や姿勢に意識を向け，気持ちを整えて，課題や活動に集中して取り組むことがで
きる。
-見通しを持ち，安心して物事に取り組むことができる口
・相手の立場や周囲の状況を考えて，言動で、きる。
• I苛世代の仲間と協力して物事を進めることができる。
②手立て・配慮
.活動前に姿勢への声かけを行う。
-課題や活動に取り組むにあたり，必要なものと必要でないものとを考えさせ，不必要な物は片づ
けさせる。
-情報量(指示・提示する内容量，作業量や活動量)を調整するD
-情報を取り入れたり，思考したりするための視点の基準を明確にして示す。
-活動内容の枠を明確にして提示し， i見るJi聞く Ji話すJi書く Ji考えるj等の活動の時間枠を
明確に区切る(今取り組むべき課題は「ここj を「こうするj ことと指示する)。
-注目すべきところを明確にして示す(板蓄や資料，開く相手)。
・行間や文字・図の大きさに配慮した資料を提示する。
-頭の中だけでは整理できないこと(関係性や全体を捉えるなど)はメモやカードなどにおこさせ，
具体的操作をともなう形で整理する等の方1洛を身に付けさせる。
③対象生徒Aの教科の様子
-英語の音と文字の関連性が身に付いてないD 単語の綴りを覚えたり，単語の綴りから発音を想起
することが難しい。
・ローマ字にはない，英語独特の綴りと発音の共通点や規員IJ性(フオニックス)に注目させること
で，徐々に単語が発音でき，書けるようになってきている。
. p， q， 1， h， kのような上下につき出る文字を正確に書くことや，単語問を空けて文を書くことが難
しい口
-基本的諾委主が身に付いていない。食事やスポーツなど自分の得意分野の語葉は定着しやすい。
・語委主や文法などをその場で理解する能力はあるが，それを運用することは難しい。英語の基本的
??「
?
??
な語順である「主語・動詞」が定着せず，思い浮かべた日本語通りの順番のまま，英単語を並べ
て話したり書いたりする。特にペアで話す場面では，相手に質問する立場になると混乱を生じる。
つい先ほどまでWhatdid you--?と言えていたにもかかわらず， 1 went...と質問になっていない
形で始めてしまうこともあり，基本的な語葉(疑問詞)，肯定文との区別，今話題にあげている人
(主語)などを統合して運用できるようになるには，課題が多い。
右の図 1は，指導の基軸にお
ける対象生徒Aの実態である。
上記を受け，対象生徒Aの実
態は， 0印を付した部分の「主
語や動詞の語句の役割を意識
できるJことにつまずきがある
ため，これを目標に指導してい
くことになる。
3.単元の指導について
(1 )単元の指導目標
図1 指導の基軸における対象生徒の実態
・間違うことを恐れずに，自分が好きなことについて積極的に伝え合おうとする態度を育成する0
.自分が好きなことについて動名詞を用いて説明することができるようにする。
-まとまりのある会話を聞いて，その概要を理解できるようにする。
・動名詞を用いた文の待造を理解できるようにする。
(2)単元設定の理由
第2学年である本年度は， 4JJ ~6 月に過去形(規則動詞 ・ 不規則動詞，過去進行形)を中心に学習
し， 7月から未来の表現を扱う単元に入った。そして，夏休みから 10月中旬に至るまで， r現在 ・過去 ・
未来Jの文構造を習得するため，次のようなつまずきが生じやすい文法事項を活用するための練習を，
「話すこと」を中心に繰り返し行ってきた。
・動詞に sがつく(三人称 ・単数 ・現在)
・疑問/否定文ではdo/does/didを用いて，動詞は原形になる
・be動詞(を含む)の疑問文，あるいは be動詞という存在そのもの
.上記の動詞と主語の関連
・修飾語句の位置，語順
すでに述べた通り，繰り返し練習を行っている成果は少なからず見られ，考える時間をやや要するが，
文法を意識した英語を表現できるようになってきている。これら動詞の時制や主語との関連の練習は，
I基本的な語葉 ・文法の習得jには欠かせないことであるので今後も続けてして予定である。
本単元ではこれらを活かしながら，新しい動詞の用法(動名詞)を中心に扱い，自己表現の幅を広げ
る活動を行う。これまでは likeの後は名詞1語で終わることが多かったが，よ り詳しい内容に言及し会
話を膨らますことできるようになることを目指す。まずは，時制は「現在」のみを扱い， 1 ike I enjoyの
目的語として使われる動名詞の用法にとどめ， r主語+動詞+動名詞を含むやや長い目的語jの文を正確
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に表現できるようになることで，英語的思考(語)1演)が身に付いてくることが期待される。
(3)単元の評価規準
コミュニケーションへの
外国語表現の能力 外国語理解の能力
言語や文化についての
関心・意欲・態度 知識・理解
①ぺアやグループにおい ②動名詞を用いて自分の好 ④教科書本文の会 ⑤動名詞は文中におい
て間違うことを恐れず， きなことについて，具体的 話を聞いて，その て目的語として使われ
自分の好きなことについ に説明する文章を書くこと 概要や要点に関す ることを理解している。
て積極的に聞き返したり ができる。 る質問に対して適
質問したりして会話をふ ③スゼーチにおいて 3 音の 切な絵や語句，文
くらまそうとしている。 つながりやイントネーショ を選ぶことができ
ン，関の取り方に注意しな る。
がら聞き手にわかりやすく
イ云えることがで、きる。
(4)単元の指導計画
!時間 学習活動 評価規準 評価方法
. Ib名詞の形に触れる。 enJoy~lng 
.TVに映し出す画像について教師の質問に答えたり，ベアで
会話する。 ①② 観察
1 
-動名詞が目的語にくる文を作成するカードゲーム。 ⑤ 観察
.TVに映し出す画像についてクラスメートのことでクイズを ①② 観察
出し合う。
. Lesson4本文の新出単語の練習。
2 -リスニングによる内容理解。 ①③ 観察
小テスト
3 . Lesson4本文の内容理解。 ④ 小テスト
-教科書本文の音読。 ③ 観察
4 
-クツレー フ。で、スキット原、稿の作成。 ①② 回収点検
5 原稿の手直し，スキット発表の練習。 観察
-スキット発表。 ①③ 観察
6 
(5)指導及び教材の工夫
①語JI襲の定着について
i2 (2)③対象生徒Aの様子についてJ内にある下線部2笛所に注目する。
・英語の基本的な語j棋である f主語・動詞Jが定着せず，思い浮かべた日本語通りの順番のまま，英
単語を並べて話したり書いたりする。特にぺアで話す場面では，相手に質問する立場になると混乱
を生じる。
? ?? ? ?? ?
-頭の中だけでは整理できないこと(関係性や全体を捉えるなど)はメモやカードなどにおこさせ，
具体的操作をともなう形で整理する等の方略を身に付けさせる。
英語の基本的な語)1頂「主語・動詞」ついて，頭の中だけでは整理できないので 教科の指導におい
ては教師がカードを作成し，その理解と定着の一助とする。例えば，話す活動を通じて目標文を習得
する際に，英語の文を構成する各要素 u疑問詞Jr do/does/didJ r主語Jr動詞原形J)が書かれた色
カードを黒板に貼る D 最初はそれを見ながら話し，徐々にカードの数を減らして 最終的には何も見
ずに目標文を言うことができるようにする。
また，それをトランプ程度に縮小して，各要素の具体的な単語を書いたカード(主語であれば1，you， 
he， theyなど，図 2)を用意し，要素ごとに色分けしてあるカードの 1セットを配る。教師がパペッ
ト人形を操作しながら一人二役で，一問一答形式の対話をする。その中で，どちらか一方の言葉は口
だけを動かしてブザーを鳴らすので，生徒はそのブザー音に適する言葉を，必要な単語が書かれたカ
ードを並べて完成させる活動を行う。カードの色分けとして，主語のカードは赤，動詞のカードは緑
と濃い色にして目立たせ，視覚的に印象付けられるようにした。この活動も徐々に手助けの度合いを
低くして，最終的には何も頼らずに言えるようにする。そして文の構造，特に主語・動詞の関連性を
理解し，運用することに慣れてきたところで，本単元では新たに目的語のカードを使用する。それが
動名詞(-ing)である。カードには原形の語尾にOを3つ連ねて表記し， (watchooo)，導入時に対話を
聞かせ，語尾が ingになっていることに気づかせる。
¥ 一真を映し
て教い Bの
二役を演じ，ブザー
音に入る言葉を，カ
ードを並べかえて完成させる。
(A:Do you enjoy playing soccer?) 
図2 授業で使用したカード
②「話すことJの指導について
対象生徒Aを含む対象クラスには3名が在籍しており，どの生徒も明朗で，生活の中で自ら発言す
ることの多い積極的な生徒たちである。普段の授業の冒頭では，先週末や前日のでき事，今週末の予
定についてスモールトークを行っている。年度当初は「どこにも行ってないからJと黙ってしまうこ
ともあったが， r家で何をしたか。」を話すように促すことで，正確な英語ではないにせよ，積極的に
話そうとする態度が身に付いてきた。この流れを汲んで，本単元のまとめの表現活動として，最初は
一人一人のスピーチを設定していたが 普段の授業で話す先週末のでき事から派生したスキット作成
を通したグループ発表とした。
スキットの前半部分は，実際に自分たちが話した先週末のでき事についての内容を再現する。後半
はそこから話を広げ，学習したばかりの動名詞(-ing)を取り入れることを条件として創作する。そう
することで， r話すことJが普段の授業で継続して行っていることと効果的につながることや，ストー
?
?
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?
?
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リーは実際のことに加えて半分は自由に内容を考えることで，生徒たちが生き生きと学習活動に取り
組むことが期待される。
(6 )評価について
評価規準に対する評価は，主に対象生徒の活動時の様子を観察することで
.第 1司時寺でで、は， TVに映し出された写真を見ながら教師の質問"Doyou enjoy ~ing ...?"に対して， "Yes(， 
1 do).IN 0(， 1 don't)."で、答えるだけのやりとりから始め，教姉の後にリピートしながらenJoy~lngの文
に慣れることができた。カードゲームでは，相手への質問にもかかわらず，主語に Iを持って来たり
自分のことを説明するのにYouで、始めたりしていたが，主語のカードに注目させるように働きかけ
ると，玉しい質問文とそれに答える肯定文の両方を作ることができたD
表1 対象生徒Aの解答の様子(カード並べかえ)
正答 生徒の最初の解答と修正の様子
Do I enjoy watching movies? 
第 1問 Do you enjoy watching movies? 
二今主語に注目するよう促すが正答には至らず
You enjoy watching movies. 
第2間 1 enjoy watching movies. 
=今すぐに修正できたが，第 1問から主語がつかめていない。
Do you enjoy playing video games? 
第 3問 Do you enjoy playing video games? 
慣れてきたせし、か最初から正答
Do you enjoy watchinEpictures? 
第4間 Do you enjoy taking pictures? 
=今第1，2問につられたのかもしれないが，すぐに修正できた
1 enjoy eating snacks. 
第 5間 1 enjoy eating snacks. 
最初]から正答。
I主主notenjoy studying. 
第61習 1 do not enjoy studying. 
斗 don' tに気がつくまで柁当の時間を要した。
この後に，ベアで、enJoy~lngを用いた会話を行った。ここでは，机上のカードを見ないようにして会
話できているかを評価の対象としているが，手助けとしてカードを時折り見ながらも最終的に相手を見
ながら発話できていれば， i概ね満足j とした。カードを見ないとbe動詞を不用意に使用して正確さに
欠ける英語が続いたが，最終的には写真についてenJoy~lngを用いて自分のことを言い，格手に質問す
ることが概ねできていた。
?
?
?
?
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表2 対象生徒Aの発話(ペアでの会話)
正夕1=立4 生徒の最初の解答と修正の様子
Do you enjoy … 
第 1問 Do you enjoy listening to music? 
司listeningが出てこないままに終わった
1 alTI enjoy… 
第2間 1 enjoy listening to n1usic. 
=今be窃j認と一般動詞を混同したが，すぐに修正できた。
Do you .. 質問で返そうとした
Yes， 1 do. 1 enjoy reading books. 
二今1am reading books. 第3問
(Do you enjoy reading books?に対して)
=今文法的に成立した文ではあるが，混乱したまま終わった。
He enjoy reading books. 
第4問 He enjoys reading books. 
=今すぐにenjoysと修正できた
Yes， 1 am. 
第5問 Yes，1 do. 1 enjoy watching sumo. 
=今すぐに修正できた。
Do you enjoy sumo? 
第6問 Do you enjoy watching sumo? 
司すく、、にenjoywatchingと言い直した。
-第2・3時では，新出単語の導入後に教科書本文の内容理解を行った。最初は本文を聞き，次に本文
を読んだ後で，教師の質問に Yes/Noやキーワードのみで答えたり，ワークシートの質問に対して適
切な選択肢を選んだりすることができていた。また，音のつながりやイントネーション，間の取り方
に注意しながら本文を音読することができた。
-第4"-'6時のスキット作成では，普段はあまり正確さを意識せずに行っていたスモールトークで話し
た内容を，前時までに学習した「主語・動詞」の語j棋をしっかりと意識しながら英文におこすことが
できた。特に，対象生徒は先週末のでき事を話す際に， "1 last weekend"と始めてしまうことがこれ
までに何度かあったので，その誤用を修正するいい機会となり，スキット原稿には"1enjoyed playing 
video games at home last weekend."という正確な文を書き，発表することができた。また， "How 
about you?"や"Soundsgreat!"などの言葉を用いて，効果的に会話を膨らませることができたD
4.単元の指導を振り返って
本単元では， enJoy ~lng の形を使った動名詞の理解と運用について，単元の評価規準を概ね達成する
ことができた。教師の説明よりも生徒が英語を使う言語活動を多く取り入れ，新しい文法事項に対しで
も生徒自らが気づけるように授業を展開したことが功を奏したと言えよう。対象生徒は， be動詞と一般
動詞を混同するだけでなく， 1とyouを白然と使い分けられていないので 3 英語における主語の理解を
深めるための指導を工夫して， r主語ー動詞」の語)1慎の定着につなげていきたい。
また， r話すことjに関しては，自分自身のことについて話す機会や，原稿を準備してから行う「発表J
だけでなく，より実践的な「やりとり Jを行う場面を増やすことが改善策として挙げられる。生徒が話
したくなる題材や場面を設定して，主体的に学ぶ姿勢を身に付けさせたいD そのためには， TVや iPad
等の機器を利用して，いつもとは違う誰かと話すことができるようにして， 3人という少人数でも飽き
のこない授業を展開していきたい。
(文責:松田幸裕)
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IV.事例報告2
1 .単元名
Let's go sightseeing in the UK (英語会話)
2.対象生徒について
(1 )対象生徒 B
本校高等部第2学年(下学年・下学部適用コース)の生徒 B (脳性まひ)。
学習集団はy 対象生徒と男子生徒1名，女子生徒2名の計3名からなる。
(2)対象生徒 8の個別の指導計画における指導方針
①個別の指導計画における目標
長期目標(卒業までに)
-集団の中で，必要に応じて適切に援助依頼をしながら，落ち着いて行動ができる。
・地域の福祉サービス等の利用について理解を深め，より積極的に社会と関わる機会を増やす口
短期目標(今年度中に)
-身のまわりの操作等の依頼について，大人だけでなくクラスメイトにも頼めるようにする。
②手立て・配意(個別の指導計画より抜粋)
・できるようになったことや自身の変化を本人が理解できるように，芦かけをする。特に，結果だけ
ではなく，経過やできた理由などを振り返り，その点を評価するD
-周りの生徒も含めた場面で，本人の良いところ，努力しているところを伝えてし1く。
・学習面は，情報量や時間に配慮しながら，指示は端的に出すようにする。 ICTでの読み上げ教材等
も活用する。
③英語科における対象生徒Bの実態
-会話の中で相手に迅速に対応しようとしたりすると，話すべき頗序が混陪する。日本語の語順のま
ま英語で言おうとしたり，主語をとばしたりしてしまう。一方で，書くときには，語JI慎の混同はあ
まり見られない。
-伝えたいことがあるのに，語棄が足りないために伝えられないことがある 0
.一般動詞と be動詞を混同して使うことがある。
-開くことは得意であるが， 13寺折疑問詞などを混同して答えてしまうことがある (whereとwhenな
ど)。
-質問されたり，相手が自分の意図を汲んでくれたりすることに慣れていて，自分から相手が理解で
きるように伝えようとする意識が薄い。同様に，自分が理解できるように相手に質問しようとしな
。、 、? ?
?????
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3.本単元の指導について
対象生徒Bの英語科における実態を踏まえると，書く
活動等で、は英語の語)1煩の正確さについては意識できてい
るものの，その認~)1債を頭の中で整理するには時間がかか
るため，迅速な対応が求められるような話す活動で、は，
語)1慎の混同が見られることが推察された。語)1債の正確さ
について対象生徒Aは話すことと書くことで異なる様相
を示すため， 0印を付した段階にいると捉えることとし
た。 図1 指導の基軸における対象生徒 Bの実態
「②主語や動詞の語句の役割を意識できるJような活
苦手Jと，次の段階の「③語句の役割を意識して運用できるj ような活動とを行き来させていきながら，運
用の力を高めていくこととした。
授業構成としては，大きく前半の活動と後半の活動との 2つに分けて，前半の活動では観光で使われ
る語葉や表現を思い出したり，疑問文を作る際のノレーノレを確認したりする知識を活性化する活動とする口
後半の活動では，海外旅行で必要とされる表現をより実践的な場面に即した形で取り入れるために，こ
れからロンドンに到着し，観光をする予定で授業をすすめていく。ツアーの 1日を自由行動とし，パン
フレットを読んで自分に必要な情報を質問して確かめる活動を行う。事前に配布されるパンフレットで
わかる情報と 3 インフォメーションに足を運んで開くべき情報とを整理し，キーワードを記したメモを
もとに，インフォメーションデスクのスタップ (ALT)とやりとりできることを本単元の最終的なゴー
ルとする。
( 1 )単元の指導目標
①イギリスについてのプレゼンテーションを聞き，自分が観光したいことを選ぶことができるように
する。観光の計画を立てるにあたって，間違いを恐れずに必要な情報を開き出そうとすることがで
きるようにするD
②聞き出したい情報について，適切な疑問詞と主語を使ってたずねることができるようにする。
③パンフレットを読み，その概要を理解できるようにする。
④疑問文において，疑問詞(し¥つ， どこで，だれが，何を，どうやって等)が最初に来ることを理解
できるようにする。時間や距離など，主語がれになることがあることを理解できるようにする。
(2)単元設定の理由
2学期は，授業の前半は英語日記に基づいて週末の出来事を話す，後半は海外旅行に行くという具体
的な場面でALTとやりとりをするという，二部構成で授業をすすめている。後半の活動に関しては，卒
業後に余暇として海外旅行に行ったり y 仕事などで海外を訪れたりする機会があると思い，取り入れて
きた。海外旅行で必要とされる表現については，機内での依頼の仕方(機内食や飲み物の依頼など)，入
国審査での表現について学習済みである。
本単元では，これからロンドンに到着し，観光をする予定で授業をすすめてし1く。ロンドンは Harry
Potter Seriesをはじめ，様々な文学作品の生まれた地であり，市内や周辺には歴史的建造物や世界遺産
が多く存在する口また，様々なスポーツやミュージシャンの発祥の地でもある。 日本から遠いにもかか
わらず，それらは生徒たちの生活になじみ深いものばかりであり，テレビやインターネットで自にする
ことも多い。よって，彼らが訪れる予定の地として設定することとした。
? ー????
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文法事項としては〉疑問文の中の疑問詞(註OW，Where， Whenなど)で始まるもの，時間や距離を
表す itを扱うこととなる。電車に乗降したり，乗り換えたりする際に必要な語句についても，復習の意
味で取り入れたい。生徒が選択するキーワードは疑問詞，主語，動認の 3点にしぼった。質問をする際
にこの 3点があれば3 伝えたいことが何とか伝えられるのではなし1かと考えたためである。
会話において，その場で情報を把握し，非言語コミュニケーションも併せて用いながら，臨機応変に
対応できることは大切なことである。しかしながら，事前に情報を調べたり確認したりした上で，わか
らない情報を整理し，メモなどでその情報を自分なりの方法で留めて場面に応じてそれを活用すること
も大切である。とりわけ，車椅子を使用しながら生活を送る生徒は日常で様々なバリアにぶつかること
もあり，できるだけ事前準備をしておくことは，今後社会生活を送る上でも非常に大切なことであると
思われる。そこで，本単元では後者にも重きをおいて授業を行うこととする。
(3)単元の評価規準
コミュニケーションへの 外国語表現の能力
外国語理解の 話語や文化についての
関心・意欲・態度 能力 知識・理解
①知っている語句や表現を ②状況やiヨ的に沿った疑問文を作ることが @英語の説明を聞いた ⑤疑問認が文の最初に来
}芭い出したり， Iきづ士の矢口つ できる (Yes/ No疑問文， Howや Where り，読んだりすること ることを理解することが
ている詩句を使ったりしな を使った， 目的地までの行き方をたずねる で，わかっている情報 できる。 take，get off， 
がら，開くべき情報をたず 表現，下車駅についてたずねる表現， 目的 とこれから聞くべき情 change trains， the next 
ねようとしている。 地までの乗車時間の表現，料金などのたず 報とを整理することが stopなど道案内に必要な
ね方)。 できる。 表現を知っている。時間
③ゆっくり話したり 3 強制する箇所を意識 や距離，費用を表す主語
して，相手に伝えようとしている。 itの表現を知る。
(4)単元の指導計画
時間 学習活動
評価 評価方法規準
極主J ALTに文化祭にしたことや代休にしたことについて話す。 00が週末 ① 観察
1 にしたことについて，質問文をなるべくたくさん作る。 ② ワークシート
(11/8) 回旅行の日程の説明を聞く，名所についての説明捌く
2 
前後半
100が週末にしたことJ ① 観察
(11/8) ロンドンの映像を見る，旅のテーマを決める ② ワークシート
3 
前後半
「こんなとき，何て言う?J (語葉・重要表現の確認) ①② 観察
(11/22) パンフレットを読んだり，場所を地図で確認したりする ④⑤ ワークシート
4 
前後半半 「こんなとき，何て言う?J (キー ワー ド 重要表現の維認)
①② 観察
(11/22) 
パンフレットや地図から，開くべき情報を整理し，キーワードとなる
④⑤ ワークシート語を選ぶ。
5 前半 「こんなとき，何て言う ?J ① 観察
(11/29) 後半 第 411寺に作成したメそをつかって， ALTIこ質問する練習をする。 ②③ 
⑤ ワークシート
(5)指導及び教材の工夫
-前半の活動が後半の活動を活性化させられるようにする
ロンドン観光で自分たちが出会うであろうシチュエーションを示し，空欄の吹き出しに質問文を組
み立てさせる。そのときに，詩集やこれまで学習した表現が思い出せるようにする。
-文の組み立てやキーワードの選択に付築を用いる。
要素ごとに色分けされた付築を用い，要素ごとの色の)1民番 (1①疑問詞:ピンク|→包主語:黄色い固
i動詞:青1) を手がかりにすることで，頭の中の整理をしやすくさせる。
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いう授業者の投げかけに対し， r疑問詞Jr主語Jr動諮Jが重要であると対象生徒 Bを含む生徒全員が
述べていたため その 3つのグノレーフ。に分けられた付築から 1枚ずつ適当な語句を選び，並べかえさせ
ることとした。その活動の中で，疑問調や主語の選択はなのか，時間や距離を表すitなのか等)，電車
に乗降する|擦に用いられる takeやget等の動詞の使い方で混乱が見られた。「疑問詞Jr主語Jr動詞j
が連動しておらず，開きたいことによっては，その意図に沿った疑問文が構成できているとはいえない
と評価した。主語を選択する際に， r“誰が"""--するの ?Jと投げかける等の授業者が生徒の誤りを修正
する場面もあったが，会話につなげるための活動という位置づけであるため，すべての詩句の選択で正
確さは求めないこととした。前述した adolescentに関しては，用意されていた rhowmuchJと risJ
の語句に加えて自ら rhighschool student priceJを加えたものを 1セット作成できていた。
このような活動の中で選択した 3つの語匂を使って，実際に ALTとやり取りする場面を設けた(評価
規準③)。助動詞 doや doesを入れて会話することについての難しさが見られたが，選んだ詩句を順番
通りに使うことで正しい英文とは言えなくても自分の開きたいことを大体は通じさせることができた。
語版については，選んだ3つの詩句を f疑問詞Jr主語Jr動詞j の順番に並べることで意識しやすくな
ったと同時に，その 3つが話すときに強調されて，相手に通じやすくなったと考えられる。
4.単元の指導を振り返って
「話すこと」における実態把握→自襟設定→授業実践の過程を， r語JI頃」に関する指導の基軸を用いて
行った。ここでもう一度育てたい力のイメージ図で振り返ると，対象生徒 Bは与えられた語句のグ、ルー
プの中で， r疑問詞Jや「主語Jr動詞」になるべき語句が何であるかを「知識jとして理解しているが，
自分が言いたいことを通じさせるためにどの語句を選択すればよいのかの「技能j として見ると，活用
できる知識としては身に付いていないといえるのではなし、かと思われた。「知識及び技能jと一括りに示
されるが，し¥かに「知識」を活用できる「技能j にしていくか，そのためにどのようなねらいをもって
言語活動を設定していくかについては 3 今後の検討課題となると考えられる。
指導の基軸を用いることは，適切な実態把握や目標設定をするという点で大変有効であった。しかし，
扱う表現や諾棄の選定をする等の細かな指導内容を導き出すには，対象生徒Bの実態、に即したとはいえ
ず，大粋だけを使用することは不十分であると考えられた。「語順」という観点からみると，主語の選択
や多義的な動詞の使い方に関しては，英語による物事の見方・考え方にも大きくかかわり，改めて大枠
にもとづく観点を細分化する必要がある。
また，対象生徒Bが開きたかったことがうまく伝わらず， ALTから期待していた清報が額けなかった
のに流してしまう場面があった。このことは，個別の指導計画の実態からも予想される困難さであった。
英語の授業で、ただ知識や技能を習得するだけでなく，粘り強く質問を繰り返し，相手の理解を修正しな
がら自分の知りたい情報にし1かに近づいていくか，最終的に我々が培っていきたい主体的な態度が，個
別の指導計画における自標のどの部分につながっていくのかも意識していくことも重要な視点と考える。
(文糞:高橋佳菜子)
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V.研究の成果と今後の課題について
1.指導の基軸を用いた授業実践について
(1 )外国語科(英語)における斉てたい力の共通理解
当校生徒の英語学習における特徴を学習指導要領の巴標や内容を改めて読むことで，外国語(英語)
科として子どもたちに求められている力を確認するとともに，学習上のつまずきに特徴がある当校の
児童生徒にどのような力を育てたいのかを，具体的な姿を共有して検討することができた。様々なバ
ックグラウンドをもっ教員それぞれが，経験として持っていた子どもの見方や教育観を皆で共有でき
たことが大きい収穫であった。
英語は言語であり， r伝わること」に重きが置かれることがある。「手段は何でもよし1から，とにか
く伝えられること」は大変重要なことである。ところが，当該学年の学習に難しさのある児童生徒に
ついては，その段階から抜け出せず，さらに複雑なことを伝えようとしたときに学習につまずき，そ
のことが学習の意欲の低下につながることも少なくない。本研究は，そのような児童生徒に対して指
導の基軸に基づいた指導をすることによって，指導者がそれぞれの生徒の 10年間の学びを見据え，児
童生徒と共に授業におけるゴーノレを共有し 3 主体的に学んで行けるのではなし1かという仮説である。
(2)指導の基軸の作成
事例 1・事例2を通して，指導の基軸を用いて実態把握を行い，それにもとづいて指導目標・指導
内容を設定することは，有効であると考えられた。
指導の基軸は，語)1績を軸にした児童生徒の学びの積み重なりを把握するものであると同時に，言語
を習得する 1擦の流れであると考えられた。授業の導入から展開に至るまでに，どの言語活動でどのよ
うな力をつけることをねらうのかを検討するにあたっての，考え方を整理するにも有用であるといえ
る。
(3)評価のポイントの作成
指導の基軸を用いて実態把握することは，実態把握に基づいた指導自標を設定するには有効であっ
たといえるが，指導内容や手立て・配慮を検討するには不十分な点がある。特に事例2においては，
扱った言語材料が対象生徒の実態に応じたものであったとは言い難く， r実態把握→指導目標・指導内
容の設定→手立て・配慮、の検討→評価」という授業づくりの一連のプロセスの中で活用できる，さら
に細かい視点が必要であると考えられた。
そこで，作成したのが「指導の基軸と評価のポイントjである(表4)。すべての文法や文構造を各
段階にあてはめるのではなく，文法や文構造の中で当校の生徒のつまずきが見られやすい共通点を抽
出し，重点化を行うためのポイントとなるよう作成した。
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指導の基軸と評価のポイント
@:言いたいことを英語iこして言える
鏡奇的設誤認議して遼照できる
表4 指導の基軸と評価のポイント
-後護諺欝剣士頼みを翠察し活照できる 混在分j号、這去分読む遣いを珪詳し、;き患できる
-主語を決められる -言語~(I)該となるイメージを淫等し、活需できる
-ニュアンスをiEえもれる
-講義を変えることによって、設問文や否定文を非ること
e襲単な事実を{王えら仇るができる
eいつ・どこで等の誤認蒋を付It謡えもれる '13分の気持ちゃj支援を缶えもれる
李主語・動詞等の語句め設読を霊祭できる 1.主語・勢認等をそむ議停にあて!まめられる -一鼓動詞とbe動詩お遣いがわかる
-主吾輩詩等のまとまりがわかる
会議のまとまりを意議できる -護誌のまとまりがわかる
-一語的まとまぜがわかる
@B本語と英語のちがいに気づく -発音/アクセントのつけ方的遣いがわかる、音とつづりの法要1(ローマ字との遣いを含む}!こ気づく
2.今後の課題
「語JI摂の正確さJを基軸とするまで，様々な視点から検討し，多くの時間を要した。今後は，指導の
基軸と評価のポイントを活用した授業実践を，授業づくりのプロセスとして蓄積していくことによって，
指導の基軸と評価のポイントのさらなる改善を図る。その際には， どのように指導を重点化したのか，
根拠を明確にして示すことが必要であると考えられる。
英語は言語であるので，必ずしも正確さだけでは測れない側面もあることを念頭に置く必要がある。
即興性等とのバランスを考慮、して，授業づくりをしていく必要がある口
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